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子どもの笑顔が輝き
勢いのある学校

（Ｈ30．10．30発行）文責 校長 福田雅也

子どもはつまずきの天才
こ て ん さ い

子どもはつまずきの天才である。思いもよらぬつまずきを平気でやってのける。
こ てん さい おも へい き

この言葉は、日本のペスタロッチといわれる教育実践家である東井義雄という方の言葉です。
こと ば に ほん きよういく じつ せん か とう い よし お かた こと ば

当然のことながらこの言葉には続きがあります。
とう ぜん こと ば つづ

しかし、子どもは、わけもなくつまずいているのではないようである。子どものつまずきの中
こ こ なか

に、子どもをつまずかせる「何か」があるようである。
こ なに

東井先生は、その「何か」にこだわり、その「何か」を取り除くのではなく、その「何か」を予測をして、
とう い せん せい なに なに と のぞ なに よ そく

「何か」につまずいたときに、そこから学ぶことを大切にされた方です。
なに まな たい せつ かた

私は出張等がない限り毎日行っていることがあります。それは、全部の教室を回り授業の様子を
わたし しゆつちようとう かぎ まい にちおこな ぜん ぶ きようしつ まわ じゆぎよう よう す

見ることです。長い時間教室に留まるのではなく、短い時間ではありますが、毎日継続して見て回る
み なが じ かん きよう しつ とど みじか じ かん まい にち けい ぞく み まわ

のです。子どもたちの学習支援をすることもありますが、私にとっては、子どもたちの頑張りと日々の
こ がくしゆう し えん わたし こ がん ば ひ び

成長を感じることができる楽しい時間になっています。
せいちよう かん たの じ かん

今日、見て回った教室で次のような場面に出会いました。
き よ う み まわ きようしつ つぎ ば めん で あ

【４年生少人数指導教室（算数：分配法則）授業者：清田先生】
ねん せいしようにん ずう し どうきようしつ さん すう ぶん ぱい ほう そく じゆぎようしや きよ た せん せい

黒板には次のような２つの式と答が書いてありました。
こく ばん つぎ しき こたえ か

・（４＋３）×２＝１４

・４×２＋３×２＝２２

清田先生によると、下の式を書いた子どもは自信満々だったそうです。しかし、同じ答になるはず
きよ た せん せい した しき か こ じ しん まん まん おな こたえ

の式の答が違っています。そうです。この子どもは、４×２＝８、８＋３＝１１、１１×２＝２２と前から
しき こたえ ちが こ まえ

順番に計算しているのです。私が教室に入ったのは、下の式の子どものつまずきを材料に清田先生
じゆんばん けい さん わたし きようしつ はい した しき こ ざいりよう きよ た せん せい

が、児童全員の学びを深められている場面でした。右の写真のようにかけ算から先に計算するきまり
じ どう ぜん いん まな ふか ば めん みぎ しや しん ざん さき けい さん

を確認し、子どもたちと一緒に修正を加えられていきました。この学習
かく にん こ いつ しよ しゆう せい くわ がく しゆう

により、つまずいていた児童も「そうだった！」と納得した様子を見せて
じ どう なつ とく よう す

くれました。

そして、最後に清田先生が発せられたのは、「はい、とても良い間違
さい ご きよ た せん せい はつ よ ま ちが

いでしたね。」という言葉でした。「良い間違い」…素晴らしい言葉です。
こと ば よ ま ちが す ば こと ば

間違いは正解をより確かなものにできる大切な存在なのです。一人の
ま ちが せい かい たし たい せつ そん ざい ひと り

子どものつまずきが、多くの子どもたちの確実な学びにつながった場面
こ おお こ かく じつ まな ば めん

といえるでしょう。

冒頭の東井先生の言葉には、まだ続きがあります。
ぼう とう とう い せん せい こと ば つづ

３と３は６だということを、感動をもって分からせる授業をしようと思ったら、３と３は５だとつまず
かん どう わ じゆぎよう おも

く子どもを大切にすることだ。授業は「つまずいている子」の目玉が光ってくるようなものでないと
こ たい せつ じゆぎよう こ め だま ひか

「つまずいていない子」にとってもたいくつなものだ。
こ

私達教師は、いつもこのような思いを大切に授業を作っていきたいと思っています。
わたしたちきよう し おも たい せつ じゆぎよう つく おも


